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日
本
の
古
文
獻
か
ら
見
た
中
國
初
期
禪
宗

─
大
安
寺
道
璿
の
『
集
註
梵
網
經
』
を
中
心
に
─

	

伊
　
吹
　
　
　
敦

は
じ
め
に

　

筆
者
は
、
從
來
か
ら
中
國
初
期
禪
宗
史
を
解
明
す
る
上
で
日
本
の
古
文
獻
が
果
た
す
重
要
な
役
割
に
注
目
し
て
、
日
本
の
種
々
の
著

作
の
中
に
引
用
の
形
で
保
存
さ
れ
た
佚
文
に
基
づ
い
て
、
撰
者
未
詳
の
『
付
法
簡
子
』
や
『
西
國
佛
祖
代
代
相
承
傳
法
紀
』、
菩
提
達

摩
撰
『
楞
伽
經
疏
』、
金
剛
藏
菩
薩
註
『
觀
世
音
讚
』『
金
剛
般
若
經
註
』
等
に
つ
い
て
研
究
を
重
ね
て
き
た（
１
）。

今
回
取
り
上
げ
る
大
安

寺
道
璿
（
七
〇
二
─七
六
〇
、七
三
六
年
渡
來
）
撰
の
佚
書
、『
集
註
梵
網
經
』
三
卷
も
全
く
同
樣
の
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

著
者
、
道
璿
は
洛
陽
の
大
福
先
寺
の
住
僧
で
、
入
唐
し
た
普
照
・
榮
叡
に
よ
っ
て
鑑
眞
（
六
三
八
─七
六
三
）
に
先
立
っ
て
戒
律
を

傳
え
る
た
め
に
日
本
に
招
か
れ
、
渡
來
後
は
、「
律
師
」と
し
て
活
躍
し
た
。
し
か
し
、
彼
は
、
も
と
も
と
北
宗
禪
の
大
家
、
普
寂（
六
五
一

─七
三
九
）
の
弟
子
で
あ
っ
て
、
七
五
三
年
に
鑑
眞
が
渡
來
し
、
傳
戒
師
と
し
て
の
職
務
を
他
に
讓
り
う
る
状
況
が
生
じ
る
と
、
禪
師

と
し
て
の
本
懷
を
遂
げ
る
べ
く
奈
良
の
比
蘇
山
寺
に
籠
も
っ
て
習
禪
に
專
念
し
た（
２
）。
彼
が
『
集
註
梵
網
經
』
を
著
し
た
の
は
、
こ
の
時

期
の
こ
と
で
あ
り
、
北
宗
の
禪
師
と
し
て
の
彼
の
思
想
を
傳
え
る
も
の
と
い
え
る
。
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本
書
が
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、『
梵
網
經
』
の
註
釋
書
だ
と
い
う
點
で
あ
る
。
既
に
論
じ
た
よ
う
に
、
當
初
、
禪
宗
で
は
、
戒
律
（
小

乘
戒
）
を
全
く
顧
み
ず
、
菩
薩
戒
（
大
乘
戒
）
の
み
を
重
視
し
て
い
た
が
、
普
寂
の
時
代
に
な
る
と
、
他
宗
の
批
判
を
抑
え
る
た
め
に

小
乘
戒
を
も
重
視
す
る
よ
う
に
方
針
の
轉
換
を
行
っ
た（
３
）。

そ
の
意
味
で
、
律
師
と
し
て
活
動
し
つ
つ
菩
薩
戒
の
註
釋
を
書
い
た
道
璿
の

存
在
は
、
普
寂
の
立
場
を
體
現
す
る
も
の
と
言
え
、
そ
の
著
作
、『
集
註
梵
網
經
』
は
、
普
寂
門
下
の
戒
律
思
想
を
窺
う
上
で
、
極
め

て
重
要
な
資
料
と
な
り
う
る
の
で
あ
る
。

　

殘
念
な
こ
と
に
、『
集
註
梵
網
經
』
は
既
に
散
逸
し
て
い
る
が
、
最
澄
（
七
六
七
─八
二
二
）
撰
の
『
内
證
佛
法
相
承
血
脈
譜
』（
以
下
、

『
血
脈
譜
』
と
略
稱
）
や
『
顯
戒
論
』、
光
定
（
七
七
九
─八
五
八
）
撰
『
傳
述
一
心
戒
文
』、
凝
然
（
一
二
四
〇
─一
三
二
一
）
撰
『
梵

網
戒
本
疏
日
珠
鈔
』（
以
下
、『
日
珠
鈔
』
と
略
稱
）、
定
泉
（
一
二
七
三
─？
）
撰
『
梵
網
經
古
迹
記
補
忘
抄
』（
以
下
、『
補
忘
抄
』
と

略
稱
）、
照
遠
（
一
三
〇
四
─？
）
撰
『
梵
網
經
下
卷
古
迹
記
述
迹
抄
』（
以
下
、『
述
迹
抄
』
と
略
稱
）
等
に
か
な
り
の
數
の
佚
文
が
見

ら
れ
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
道
璿
の
菩
薩
戒
思
想
の
概
要
を
窺
う
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い（
４
）。

そ
こ
で
、
本
論
文
で
は
、『
集
註
梵
網
經
』

の
佚
文
や
關
聯
文
獻
を
取
り
上
げ
つ
つ
、
道
璿
の
戒
律
思
想
の
特
色
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
敦
煌
文
書
等
の
北
宗
文
獻

と
比
較
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
が
北
宗
の
思
想
と
共
通
す
る
思
想
基
盤
に
立
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
中
國
禪
宗
史
を
研
究

す
る
資
料
と
し
て
の
『
集
註
梵
網
經
』
の
價
値
を
明
確
に
し
て
ゆ
く
こ
と
に
し
た
い
。

一
　『
集
註
梵
網
經
』
に
見
る
道
璿
の
思
想

1
．
小
乘
戒
と
菩
薩
戒
の
關
係

　

先
ず
注
目
す
べ
き
は
、
彼
が
小
乘
戒
と
菩
薩
戒
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
か
と
い
う
點
で
あ
る
。
そ
れ
を
窺
わ
せ
る
の
が
、
彼
の
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孫
弟
子
に
當
た
る
最
澄
が
『
内
證
佛
法
相
承
血
脈
譜
』
に
お
い
て
引
用
す
る
吉
備
眞
備
撰
『
道
璿
和
上
傳
纂
』
の
次
の
文
章
で
あ
る
。

　

正
四
位
下
太
宰
府
大
貳
吉
備
朝
臣
眞
備
纂
云
。
大
唐
道
璿
和
上
。
天
平
八
歳
。
至
自
大
唐
。
ａ
戒
行
絶
倫
。
教
誘
不
怠
。
至
天

平
勝
寶
三
歳
。
聖
朝
請
爲
律
師
。
俄
而
以
疾
退
居
比
蘇
山
寺
。
ｂ
常
自
言
曰
。
遠
尋
聖
人
所
以
成
聖
者
。
必
由
持
戒
以
次
漸
登
。

ｃ
和
上
毎
誦
梵
網
之
文
。
其
謹
誦
之
聲
。
零
零
可
聽
。
如
玉
如
金
。
發
人
善
心
。
吟
味
幽
味
。
律
藏
細
密
。
禪
法
玄
深
。
遂
集
註

菩
薩
戒
經
三
卷
。
非
我
輩
之
所
逮
。
更
何
得
以
稱
述（

５
）。

　

こ
の
『
道
璿
和
上
傳
纂
』
の
文
章
で
先
ず
注
意
す
べ
き
は
、
小
乘
戒
と
大
乘
戒
を
一
應
區
別
し
つ
つ
も
、
兩
者
を
連
續
す
る
も
の
と

し
て
扱
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、

ａ
．
戒
行
絶
倫
。
教
誘
不
怠
。
至
天
平
勝
寶
三
歳
。
聖
朝
請
爲
律
師
。

ｂ
．
常
自
言
曰
。
遠
尋
聖
人
所
以
成
聖
者
。
必
由
持
戒
以
次
漸
登
。

と
い
う
部
分
は
、
明
ら
か
に
小
乘
戒
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
一
方
で
、

ｃ
．
和
上
毎
誦
梵
網
之
文
。
其
謹
誦
之
聲
。
零
零
可
聽
。
如
玉
如
金
。
發
人
善
心
。
吟
味
幽
味
。
律
藏
細
密
。
禪
法
玄
深
。
遂
集

註
菩
薩
戒
經
三
卷
。
非
我
輩
之
所
逮
。
更
何
得
以
稱
述
。

と
い
う
の
は
、
大
乘
戒
經
た
る
『
梵
網
經
』
を
重
視
し
た
こ
と
を
傳
え
る
も
の
で
、
道
璿
が
兩
者
を
全
く
同
等
に
扱
っ
て
い
た
こ
と
を

窺
わ
せ
る
（
特
に
、『
梵
網
經
』
を
「
律
藏
」
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
）。

　

こ
の
よ
う
に
彼
は
菩
薩
戒
と
小
乘
戒
を
連
續
し
た
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
理
論
的
根
據
が
ど
こ
に
あ
っ
た

の
か
を
窺
わ
せ
る
の
が
、
最
澄
の
『
顯
戒
論
』
に
引
か
れ
る
次
の
『
集
註
梵
網
經
』
の
佚
文
で
あ
る
（
こ
の
文
章
は
、
隨
文
釋
に
入
る

前
の
總
論
の
部
分
か
ら
の
引
用
と
見
ら
れ
る
）。

　

南
唐
註
經
云
。
問
。
大
乘
戒
菩
薩
所
學
。
聲
聞
戒
律
儀
。
亦
得
是
菩
薩
所
學
不
。
答
。
今
以
四
義
料
簡
。
初
大
小
相
隔
者
。
如



─ 40 ─

此
經
。
起
一
念
二
乘
心
。
學
二
乘
經
律
。
即
犯
輕
垢
罪
。
法
華
。
貪
著
小
乘
。
三
藏
學
者
。
不
與
共
住
。
二
以
大
斥
小
者
。
維
摩

經
云
。
心
淨
故
衆
生
淨
。
心
垢
故
衆
生
垢
。
不
出
於
如
。
又
迦
葉
被
呵
云
。
我
從
是
來
。
不
復
勸
人
以
聲
聞
辟
支
佛
行
。
三
調
伏

攝
受
小
乘
者
。
一
切
登
地
以
上
菩
薩
。
現
作
二
乘
。
同
二
乘
法
。
而
調
伏
之
。
縱
是
三
十
賢
菩
薩
。
若
出
家
者
。
一
一
皆
受
行
二

乘
戒
法
。
及
欲
攝
受
。
不
與
二
乘
而
相
違
背
。
四
開
小
入
大
者
。
如
法
華
云
。
汝
等
所
行
。
是
菩
薩
道
。
漸
漸
修
學
。
悉
當
成
佛
。

又
大
經
云
。
菩
薩
摩
訶
薩
。
持
四
重
禁
。
及
突
吉
羅
。
敬
重
堅
固
。
等
無
差
別 

已
上
註
文（６
）。

　

こ
こ
で
は
大
乘
の
菩
薩
が
大
乘
戒
だ
け
で
な
く
小
乘
戒
も
學
ぶ
べ
き
か
ど
う
か
に
つ
い
て
四
つ
の
立
場
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

四
つ
は
後
に
な
る
ほ
ど
次
第
に
高
度
な
立
場
で
あ
る
と
見
做
さ
れ
る
か
ら
、
石
田
瑞
麿
氏
の
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
道
璿
の
立
場
は
、
當

然
、
第
四
の
「
開
小
入
大
」
に
あ
っ
た
と
見
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う（
７
）。

つ
ま
り
、
究
極
の
立
場
は
菩
薩
戒
に
置
か
れ
る
べ
き
で
あ
る

が
、
小
乘
戒
も
そ
の
ま
ま
菩
薩
戒
の
一
部
と
し
て
全
く
同
等
の
價
値
を
も
つ
と
い
う
の
で
あ
る
。
律
師
と
し
て
活
動
し
つ
つ
、『
集
註

梵
網
經
』
を
著
わ
し
た
道
璿
の
基
本
的
立
場
は
、
正
し
く
こ
こ
に
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
．
菩
薩
戒
の
「
宗
」
と
「
本
源
」

　

次
に
問
題
と
す
べ
き
は
、
道
璿
が
菩
薩
戒
そ
の
も
の
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
か
と
い
う
點
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
關
し
て
先
ず
擧

げ
る
べ
き
は
、『
日
珠
鈔
』
卷
第
二
に
見
え
る
次
の
佚
文
で
あ
る
（
こ
れ
も
、
隨
文
釋
に
先
立
つ
總
論
部
分
か
ら
の
も
の
で
あ
ろ
う
）。

　

第
六
所
詮
宗
趣
。
疏
。
菩
薩
三
聚
淨
戒
爲
宗
者
。
辨
今
經
宗
。
諸
師
異
説
。
略
擧
八
家
以
顯
同
異
。
一
今
疏
法
銑
道
璿
法
進
竝

以
三
聚
淨
戒
爲
宗（
８
）。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
道
璿
が
、
法
藏
（
六
四
三
─七
一
二
）、
法
銑
（
生
歿
年
未
詳
）、
法
進
（
七
〇
九
─七
七
八
）
ら
と
同
樣
、『
梵
網
經
』

に
説
く
菩
薩
戒
の
本
質
を
、「
攝
律
儀
戒
」「
攝
善
法
戒
」「
攝
衆
生
戒
」
の
「
三
聚
淨
戒
」
に
求
め
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
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で
は
、
そ
の
「
三
聚
淨
戒
」
は
、
何
を
據
り
所
と
す
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。『
梵
網
經
』
に
は
、「
十
重
四
十
八
輕
戒
」
を
説
き

終
わ
っ
た
後
の
、
い
わ
ゆ
る
「
流
通
分
」
の
部
分
に
、

　

千
百
億
世
界
蓮
花
藏
世
界
。
微
塵
世
界
。
一
切
佛
心
藏
地
藏
戒
藏
無
量
行
願
藏
。
因
果
佛
性
常
住
藏
。
如
如
一
切
佛
説
無
量
一

切
法
藏
竟（
９
）。

と
い
う
經
文
が
あ
る
が
、『
述
迹
抄
』
卷
五
下
に
據
れ
ば
、
こ
の
經
文
の
「
常
住
」「
如
如
」
に
對
す
る
道
璿
の
註
釋
は
次
の
よ
う
な
も

の
で
あ
っ
た
。

　

道
璿
注
云
。
前
明
一
切
衆
生
皆
有
佛
性
爲
戒
本
源
。
其
體
不
易
名
爲
常
住
。
其
理
無
差
故
曰
如
如
。
謂
一
切
色
心
皆
入
佛
性
戒

中
。
無
不
如
也 

文
（
（1
（

。

　

即
ち
、
一
切
衆
生
の
有
す
る
「
佛
性
」
を
戒
の
「
本
源
」
と
し
、
そ
の
「
體
」
と
「
理
」
が
「
不
易
」
で
「
無
差
」
で
あ
る
か
ら
、

「
常
住
」
で
あ
り
「
如
如
」
だ
と
し
、「
一
切
色
心
」、
つ
ま
り
萬
有
が
全
て
「
仏
性
戒
」
そ
の
も
の
だ
か
ら
、「
如
」
で
な
い
も
の
は
な

い
と
説
い
て
い
る
。

　
『
述
迹
抄
』に
よ
れ
ば
、
こ
の
文
章
は
法
銑
註
を
そ
の
ま
ま
轉
用
し
た
も
の
の
ご
と
く
で
あ
る
が（

（1
（

、
道
璿
が
菩
薩
戒
の
根
據
を「
佛
性
」、

あ
る
い
は
「
眞
如
」（
＝
「
如
如
」）
そ
の
も
の
に
求
め
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

3
．「
虚
空
不
動
の
三
學
」
と
し
て
の
菩
薩
戒

　

菩
薩
戒
の
根
據
を
「
佛
性
」「
眞
如
」
に
求
め
る
道
璿
は
、
更
に
進
ん
で
、
菩
薩
戒
を
「
虚
空
不
動
」
の
三
學
の
一
つ
と
見
做
す
。

そ
れ
を
示
す
の
が
、『
傳
述
一
心
戒
文
』
に
引
か
れ
る
、
次
の
『
集
註
梵
網
經
』
の
佚
文
で
あ
る
。

　

今
案
道
璿
和
上
註
梵
網
文
。
彼
梵
網
經
説
。
我
已
百
劫
修
行
是
心
地
。
號
吾
爲
盧
遮
那
。
彼
注
文
云
。
修
行
者
。
天
台
師
説
。
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修
行
一
切
之
法
。
不
生
不
滅
。
不
常
不
斷
。
不
一
不
異
。
不
來
不
去
。
常
住
一
相
。
猶
如
虚
空
。
言
語
道
斷
。
自
性
清
淨
。
是
名

修
行
。
如
是
行
人
。
於
自
性
清
淨
心
中
。
不
犯
一
切
戒
。
是
即
虚
空
不
動
戒
。
又
於
自
性
清
淨
心
中
。
安
住
不
動
。
如
須
彌
山
。

是
則
虚
空
不
動
定
。
又
於
自
性
清
淨
心
中
。
通
達
一
切
法
。
無
癡
自
在
。
即
是
虚
空
不
動
慧
。
如
是
等
戒
定
慧
。
名
盧
遮
那
佛
。

亦
知
。
如
天
平
勝
寶
年
中
。
共
鑑
眞
和
上
來
。
法
進
僧
都
註
梵
網
經
文
。
亦
同
璿
和
上
戒
文
。
亦
同
國
清
百
録
文
。
智
者
普
禮
自

性
三
學（

（1
（

。

　

こ
れ
は
『
梵
網
經
』
の
經
文
「
我
已
百
劫
修
行
是
心
地
。
號
吾
爲
盧
舍
那（

（1
（

」
に
對
す
る
註
釋
で
あ
る
が
、
從
來
か
ら
、
道
璿
の
思
想

を
窺
い
う
る
重
要
な
佚
文
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る（

（1
（

。
こ
こ
で
道
璿
は
、
天
台
智
顗
の
説
を
引
い
て
、
一
切
法
の
「
八
不
」

を
修
し
、「
虚
空
」
の
ご
と
き
「
常
住
一
相
」、「
言
語
道
斷
」
の
「
自
性
清
淨
」
に
達
す
る
こ
と
が
「
修
行
」
で
あ
る
と
し
、
こ
の
よ

う
な
人
は
自
ず
と
戒
定
慧
の
三
學
を
具
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
そ
の
「
虚
空
不
動
の
三
學
」
こ
そ
が
「
盧
遮
那
佛
」
で

あ
る
と
説
い
て
い
る
。

　
「
天
台
師
説
」
の
出
據
は
不
明
で
あ
る
が
、
光
定
の
い
う
よ
う
に
、『
國
清
百
録
』
に
「
虚
空
不
動
の
三
學
」
へ
の
言
及
が
見
ら
れ
る

こ
と
は
確
か
で
あ
る
か
ら（

（1
（

、
何
ら
か
の
古
い
傳
承
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
光
定
が
「
こ
の
註
釋
が
法
進
と
同
じ
だ
」
と
言
っ

て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
恐
ら
く
は
、
道
璿
自
身
の
所
傳
で
は
な
く
、
誰
か
の
註
釋
の
孫
引
き
と
見
做
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
と
通
ず
る
説
は
、
他
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
、『
述
迹
抄
』
卷
一
下
に
引
か
れ
る
『
集
註
梵
網
經
』
の
佚
文
に
お
い
て
、

道
璿
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

道
璿
云
。
十
無
盡
戒
品
者
。
兩
釋
。
一
如
十
重
戒
相
。
如
初
不
殺
生
戒
相
。
菩
薩
發
心
。
盡
十
方
虚
空
界
心
（
マ
マ
）生

種
類
有
形
有
命
。

普
皆
不
殺
。
如
是
説
者
。
名
戒
相
無
盡
也
。
二
者
。
戒
體
無
盡
者
。
如
菩
薩
受
不
殺
生
戒
時
。
盡
虚
空
遍
法
界
一
切
衆
生
類
一
一

衆
生
身
上
發
得
不
殺
清
淨
戒
體
。
與
菩
薩
一
念
倶 

文
（
（1
（

。
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こ
れ
は
、
經
文
「
吾
今
當
爲
此
大
衆
重
説
十
無
盡
藏
戒
品
。
是
一
切
衆
生
戒
本
源
自
性
清
淨（

（1
（

」
の
「
十
無
盡
藏
戒
品
」
に
對
す
る
註

釋
で
あ
る
が
、「
十
重
戒
」
が
「
十
無
盡
戒
」
と
呼
ば
れ
る
理
由
を
、「
相
無
盡
」
と
「
體
無
盡
」
の
二
つ
に
分
け
て
説
明
し
て
い
る
。

そ
し
て
、「
不
殺
生
」
を
例
に
す
れ
ば
、
菩
薩
が
「
盡
十
方
虚
空
界
」
の
全
て
の
衆
生
を
殺
さ
な
い
こ
と
が
「
相
無
盡
」、
菩
薩
が
不
殺

生
戒
を
受
け
る
と
き
、
同
時
に
「
盡
虚
空
遍
法
界
」
の
全
て
の
衆
生
が
不
殺
生
の
清
淨
の
戒
體
を
身
上
に
發
得
す
る
こ
と
が
「
體
無
盡
」

で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。

　

こ
れ
も
或
い
は
誰
か
の
註
釋
に
基
づ
い
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
菩
薩
戒
を
「
虚
空
」
に
擬
え
、
受
戒
に
よ
っ

て
世
界
そ
の
も
の
が
清
淨
と
な
る
と
説
く
點
に
、「
虚
空
不
動
の
三
學
」
と
共
通
す
る
點
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

4
．
禪
定
と
『
梵
網
經
』

　
「
虚
空
不
動
の
三
學
」
は
、
戒
・
定
・
慧
を
一
體
と
捉
え
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、「
八
不
」「
空
」「
自
性
清
淨
」
に
達
す
る
た
め

の
方
法
は
禪
定
を
措
い
て
外
に
な
い
。
從
っ
て
、
道
璿
の
菩
薩
戒
思
想
に
お
い
て
、
禪
定
が
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ

と
は
想
像
に
難
く
な
い
が
、
そ
れ
を
窺
わ
せ
る
も
の
と
し
て
、「
四
十
八
輕
戒
」
の
第
四
十
一
、「
無
德
詐
師
戒
」
の
經
文
に
、

　

若
不
解
大
乘
經
律
若
輕
若
重
是
非
之
相
。
不
解
第
一
義
諦
。
習
種
性
長
養
性
不
可
壞
性
道
種
性
正
性
。
其
中
多
少
觀
行
出
入
十

禪
支
一
切
行
法
。
不
得
此
法
中
意
。
而
菩
薩
爲
利
養
故
。
爲
名
聞
故
。
惡
求
多
求
貪
利
弟
子
。
而
詐
現
解
一
切
經
律
。
爲
供
養
故
。

是
自
欺
詐
亦
欺
詐
他
人
故
。
與
人
受
戒
者
。
犯
輕
垢
罪（

（1
（

。

と
あ
る
「
十
禪
支
」
の
解
釋
を
擧
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

經
文
で
は
、「
十
禪
支
」
は
「
師
」
と
し
て
不
可
缺
の
要
素
と
さ
れ
て
い
る
が
、
通
常
は
、
原
始
佛
教
以
來
の
「
尋
（
覺
）」「
伺
（
觀
）」

「
喜
」「
樂
」「
定
（
心
一
境
性
）」「
内
等
淨
」「
捨
」「
念
」「
正
知
」「
捨
受
（
不
苦
不
樂
受
）」
の
十
を
指
す
と
解
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
と
こ
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ろ
が
道
璿
は
、『
補
忘
抄
』
卷
十
所
引
の
『
集
註
梵
網
經
』
の
佚
文
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

道
璿
注
云
。
出
入
十
禪
支
者
。
華
嚴
十
定
品
亦
説
十
種
大
三
昧
。
名
諸
佛
菩
薩
禪
定 

文
（
（2
（

。

　

こ
こ
に
い
う
「
十
種
大
三
昧
」
と
は
、『
華
嚴
經
』（
八
十
卷
本
）「
十
定
品
」
の
次
の
文
を
指
す
に
相
違
な
い
。

　

爾
時
如
來
告
普
賢
菩
薩
言
。
普
賢
。
汝
應
爲
普
眼
及
此
會
中
諸
菩
薩
衆
説
十
三
昧
。
令
得
善
入
成
滿
普
賢
所
有
行
願
。
諸
菩
薩

摩
訶
薩
説
此
十
大
三
昧
故
。
令
過
去
菩
薩
已
得
出
離
。
現
在
菩
薩
今
得
出
離
。
未
來
菩
薩
當
得
出
離
。
何
者
爲
十
。
一
者
普
光
大

三
昧
。
二
者
妙
光
大
三
昧
。
三
者
次
第
遍
往
諸
佛
國
土
大
三
昧
。
四
者
清
淨
深
心
行
大
三
昧
。
五
者
知
過
去
莊
嚴
藏
大
三
昧
。
六

者
智
光
明
藏
大
三
昧
。
七
者
了
知
一
切
世
界
佛
莊
嚴
大
三
昧
。
八
者
衆
生
差
別
身
大
三
昧
。
九
者
法
界
自
在
大
三
昧
。
十
者
無
礙

輪
大
三
昧
。
此
十
大
三
昧
。
諸
大
菩
薩
乃
能
善
入
。
去
來
現
在
一
切
諸
佛
。
已
説
當
説
現
説
。
若
諸
菩
薩
。
愛
樂
尊
重
。
修
習
不

懈
。
則
得
成
就
。
如
是
之
人
。
則
名
爲
佛
。
則
名
如
來
。
亦
則
名
爲
得
十
力
人
。
亦
名
導
師
。
亦
名
大
導
師
。
亦
名
一
切
智
。
亦

名
一
切
見
。
亦
名
住
無
礙
。
亦
名
達
諸
境
。
亦
名
一
切
法
自
在（

（2
（

。

　

こ
こ
で
は
、「
普
光
大
三
昧
」「
妙
光
大
三
昧
」
等
の
「
十
三
昧
」
の
名
前
を
掲
げ
、
こ
れ
は
過
現
未
の
如
來
の
所
説
で
あ
り
、
菩
薩

が
こ
れ
を
成
就
で
き
れ
ば
、「
佛
」「
如
來
」
だ
と
説
い
て
い
る
。『
梵
網
經
』
の
「
十
禪
支
」
に
『
華
嚴
經
』
の
「
十
三
昧
」
を
當
て

る
の
は
、
恐
ら
く
、
道
璿
の
獨
創
で
あ
り
、
我
々
は
、
こ
こ
か
ら
、
彼
が
「
禪
定
」
に
對
し
て
竝
々
な
ら
ぬ
關
心
を
抱
い
て
い
た
こ
と
、

『
梵
網
經
』
の
禪
定
を
他
の
人
以
上
に
大
乘
的
に
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
等
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
禪
宗
の
成
立
に
よ
っ
て
、

イ
ン
ド
以
來
の
禪
定
觀
に
大
き
な
變
化
が
生
じ
た
こ
と
が
、
そ
の
根
底
に
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

特
に
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
「
十
三
昧
」
の
中
に
、「
清
淨
深
心
行
大
三
昧
」「
智
光
明
藏
大
三
昧
」「
法
界
自
在
大
三
昧
」「
無
礙
輪

大
三
昧
」
等
の
よ
う
に
、「
虚
空
不
動
」
の
三
學
に
通
ず
る
三
昧
が
説
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
道
璿
が
こ
の
經
文
に
よ
っ

て
『
梵
網
經
』
の
「
十
禪
支
」
を
解
そ
う
と
し
た
意
圖
の
所
在
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
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5
．
菩
薩
戒
の
絶
對
化

　

菩
薩
戒
を
上
の
よ
う
に
解
す
る
道
璿
は
、
そ
の
絶
對
的
な
價
値
を
強
調
し
よ
う
と
努
め
た
。
そ
れ
を
窺
わ
せ
る
の
が
、
上
に
引
い
た

經
文
、「
吾
今
當
爲
此
大
衆
重
説
十
無
盡
藏
戒
品
。
是
一
切
衆
生
戒
本
源
自
性
清
淨
」
に
續
く
次
の
偈
文
に
對
す
る
註
釋
で
あ
る
。

我
今
盧
舍
那　

方
坐
蓮
花
臺　

周
匝
千
花
上　

復
現
千
釋
迦

一
花
百
億
國　

一
國
一
釋
迦　

各
坐
菩
提
樹　

一
時
成
佛
道

如
是
千
百
億　

盧
舍
那
本
身　

千
百
億
釋
迦　

各
接
微
塵
衆

倶
來
至
我
所　

聽
我
誦
佛
戒　

甘
露
門
則
開　

是
時
千
百
億

還
至
本
道
場　

各
坐
菩
提
樹　

誦
我
本
師
戒　

十
重
四
十
八

戒
如
明
日
月　

亦
如
瓔
珞
珠　

微
塵
菩
薩
衆　

由
是
成
正
覺

是
盧
舍
那
誦　

我
亦
如
是
誦　

汝
新
學
菩
薩　

頂
戴
受
持
戒

受
持
是
戒
已　

轉
授
諸
衆
生　

諦
聽
我
正
誦　

佛
法
中
戒
藏

波
羅
提
木
叉　

大
衆
心
諦
信　

汝
是
當
成
佛　

我
是
已
成
佛

常
作
如
是
信　

戒
品
已
具
足　

一
切
有
心
者　

皆
應
攝
佛
戒

衆
生
受
佛
戒　

即
入
諸
佛
位　

位
同
大
覺
已　

眞
是
諸
佛
子　

大
衆
皆
恭
敬　

至
心
聽
我
誦（

（2
（

　
『
日
珠
鈔
』
卷
第
四
で
は
、
こ
の
偈
文
の
冒
頭
の
「
我
今
盧
舎
那
。
方
坐
蓮
花
臺
」
に
關
し
て
、
日
本
人
の
惠
岳
（
生
歿
年
未
詳（

（2
（

）
の
、

　

彼
師
又
云
。
問
。
我
今
盧
舍
那
。
此
言
何
佛
説
。
答
。
是
法
身
説
。
然
有
三
義
。
一
由
法
身
理
聖
解
得
生
。
以
生
解
故
名
爲
説
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法
。
二
法
身
理
内
具
恆
沙
性
德
故
。
應
化
兩
身
得
説
戒
等
法
門
。
故
云
説
法
。
三
法
身
之
外
無
彼
二
身
。
是
故
二
身
説
法
即
是
法

身
之
説
。
故
得
云
法
身
説
法
也 

已
上
（
（2
（

。

と
い
う
説
を
掲
げ
た
後
、
道
璿
が
、
こ
れ
と
全
く
同
じ
考
え
で
あ
っ
た
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

道
璿
律
師
全
同
惠
岳
。
故
彼
註
中
引
惠
岳
師
臺
上
即
法
身
義
已
云
。
雖
復
隨
機
異
現
之
義
。
不
無
約
本
而
言
。
故
云
法
身
説
也
。

會
意
之
從
必
莫
如
言
異
計
。
依
見
起
報
者
大
患
也 

已
上
。
此
乃
釋
成
惠
岳
師
義
以
爲
自
義
。
此
外
無
有
別
陳
自
義（

（2
（

。

　

そ
し
て
、『
日
珠
鈔
』
卷
第
六
、『
述
迹
抄
』
卷
二
上
に
據
る
と
、
續
く
「
周
匝
千
花
上　

復
現
千
釋
迦　

一
花
百
億
國　

一
國
一
釋

迦
」
に
關
し
て
、
道
璿
は
次
の
よ
う
に
註
し
て
い
る
。

　

故
璿
師
云
。
臺
周
有
千
葉
花
各
現
一
佛
。
故
云
。
千
釋
迦
。
即
是
十
方
淨
土
。
臺
藏
内
千
土
舍
那
。
瀧
通
在
千
土
上 

已
上
。（『
日

珠
鈔（

（2
（

』）

　

是
以
道
璿
云
。
一
華
是
淨
土
。
百
億
是
穢
土
。
淨
穢
同
處
文
。（『
述
迹
抄（

（2
（

』）

　

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
道
璿
が
盧
舍
那
佛
の
蓮
花
臺
を
取
り
圍
む
千
の
花
に
現
じ
た
釋
迦
を
「
淨
土
」、
そ
の
花
に
藏
さ
れ
た
百
億
の

國
を
「
穢
土
」
と
し
つ
つ
も
、
そ
の
相
即
を
説
い
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

ま
た
、『
日
珠
鈔
』
卷
第
六
は
、
こ
の
偈
中
の
「
是
盧
舍
那
誦　

我
亦
如
是
誦
」
と
い
う
句
に
つ
い
て
、『
集
註
梵
網
經
』
の
佚
文
を

引
き
つ
つ
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

　

經
。
是
盧
舍
那
誦
。
太
賢
師
以
自
此
已
下
爲
釋
迦
説
。
問
。
此
中
誦
者
。
爲
指
前
頌
。
總
指
戒
耶
。
答
。
總
指
心
地
戒
本
爲
言
。

故
璿
云
。
舍
那
誦
者
。
即
指
心
地
戒
。
是
本
盧
舍
那
所
誦
。（『
日
珠
鈔（

（2
（

』）

　

つ
ま
り
、
道
璿
は
、
こ
の
偈
だ
け
で
な
く
、『
梵
網
經
』
に
説
か
れ
る
菩
薩
戒
そ
の
も
の
が
盧
舎
那
佛
の
誦
出
し
た
も
の
だ
と
理
解

し
た
の
で
あ
る
。
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こ
れ
ら
の
佚
文
に
よ
る
と
、
道
璿
は
、
惠
岳
の
説
を
受
け
て
、
こ
の
偈
文
、
竝
び
に
『
梵
網
經
』
そ
の
も
の
を
法
身
で
あ
る
盧
舎
那

佛
の
説
と
見
做
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る（

（2
（

。『
日
珠
鈔
』
の
當
該
部
の
説
明
に
據
れ
ば
、
盧
舎
那
を
「
報
身
」、
或
い
は
「
自
受
用
身
」

な
ど
と
す
る
説
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
道
璿
の
特
徴
の
一
つ
と
い
え
、
菩
薩
戒
の
價
値
を
強
調
し
、
そ
れ
を
眞
如
と

等
置
せ
ん
と
す
る
意
圖
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

更
に
、『
梵
網
經
』
で
は
、
こ
の
偈
文
の
後
、

　

爾
時
。
釋
迦
牟
尼
佛
。
初
坐
菩
提
樹
下
。
成
無
上
覺
。
初
結
菩
薩
波
羅
提
木
叉
。
孝
順
父
母
師
僧
三
寶
孝
順
至
道
之
法（

（3
（

。

と
い
う
文
章
が
續
く
が
、
こ
の
「
初
坐
」「
初
結
」
に
つ
い
て
、『
日
珠
鈔
』
卷
第
七
は
、
次
の
よ
う
な
『
集
註
梵
網
經
』
の
佚
文
を
引
く
。

　

璿
云
。
言
初
者
。
以
成
佛
竟
。
未
往
餘
處
。
未
説
餘
經
。
此
經
在
初
於
樹
下
説
。
此
擧
誦
戒
之
時
。
非
是
成
道
之
時
。
准
上
偈

中
。
成
佛
已
後
方
接
塵
衆
詣
報
佛
所
聽
戒
。
後
還
道
場
方
誦
本
戒
。
故
言
初
坐
菩
提
樹 

已
上
。
與
詮
師
釋
全
同（

（3
（

。

　

璿
云
。
言
初
結
者
。
正
覺
道
成
體
絶
三
世
。
無
初
中
後
。
無
結
無
不
結
。
爲
應
應
（
マ
マ
）得

受
者
。
於
寂
滅
道
場
。
一
時
頓
結
無
盡

藏
戒
。
不
同
聲
聞
隨
犯
漸
制
。
以
初
誦
名
爲
初
結
。
非
是
初
制
名
爲
初
結
也 

已
上
。
此
亦
同
銑
師
釋（

（3
（

。

　

前
者
は
、『
梵
網
經
』が
他
の
經
典
に
先
立
つ
釋
迦
の
最
初
の
説
法
で
あ
っ
た
こ
と（
た
だ
し
、
上
の
議
論
に
從
え
ば
、
こ
の
文
章
の「
報

佛
」
は
「
法
身
佛
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
）、
後
者
は
、「
正
覺
」、
更
に
そ
の
體
現
で
あ
る
菩
薩
戒
が
「
三
世
」
や
「
結

不
結
」
を
超
越
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
法
銑
の
説
に
基
づ
く
が
、
こ
れ
も
道
璿
の
基
本
的
立
場

が
『
梵
網
經
』
や
菩
薩
戒
の
絶
對
性
の
強
調
に
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

6
．
俗
人
へ
の
配
慮

　

上
記
の
外
で
、
道
璿
の
菩
薩
戒
思
想
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
俗
人
に
對
す
る
強
い
配
慮
が
窺
え
る
と
い
う
點
で
あ
る
。
彼
が
菩
薩
戒
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を
出
家
・
在
家
に
共
通
す
る
も
の
と
見
て
い
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
在
家
の
人
々
に
と
っ
て
、「
十
重
四
十
八
輕
戒
」

の
全
て
を
持
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
彼
は
、『
述
迹
抄
』
卷
一
上
に
引
く
次
の
文
章
に
見
る

よ
う
に
、
在
家
に
關
し
て
は
分
受
を
認
め
る
と
い
う
立
場
を
採
っ
た
。

　

是
以
道
璿
注
梵
網 

唐
僧
。
來
住
大
安
寺
。
彼
疏
奥
書
云
。
於
現
光
寺
撰
之
云
云
。
立
二
種
門
。
一
圓
軌
門 

出
家
謹
護
全
受
者
也
。
二
布
行
門 

在
家
隨
分
受
一
二
戒
者
。
是
則
出
家
必
可
全
受
見（

（3
（

。

　

即
ち
、
道
璿
は
、
受
戒
の
方
法
を
、
出
家
を
対
象
と
す
る
「
圓
軌
門
」、
在
家
を
対
象
と
す
る
「
布
行
門
」
の
二
つ
に
分
け
、
前
者

で
は
全
て
の
戒
律
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
が
、
後
者
で
は
、
能
力
に
從
っ
て
可
能
な
數
だ
け
受
け
れ
ば
よ
い
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

更
に
、『
述
迹
抄
』
卷
五
下
に
は
、
道
璿
が
、
戒
律
を
受
け
る
前
で
あ
れ
ば
、
七
逆
を
含
む
い
か
な
る
惡
事
も
受
戒
の
妨
げ
に
な
ら

な
い
と
説
い
た
と
す
る
次
の
よ
う
な
文
章
が
存
在
す
る
。

　

問
。
此
七
逆
者
。
已
受
戒
人
所
犯
爲
障
歟
。
又
未
受
戒
所
犯
爲
障
耶
。
答
。
解
釋
雖
不
分
明
。
淮
經
文
又
例
比
丘
戒
十
三
難
中

五
逆
等
之
難
。
未
曾
都
受
戒
人
有
殺
父
母
等
者
可
成
戒
障
也
。
但
可
除
破
僧
殺
和
上
闍
梨
三
遮
。
於
未
受
戒
人
無
和
上
闍
梨
故
。

又
俗
人
不
可
破
僧
故
也
云
云
。
然
道
璿
意
不
同
此
歟
。
彼
道
璿
疏
云
。
問
。
爲
未
受
戒
人
作
爲
障
。
爲
已
受
戒
人
所
作
爲
障
。
答
。

雖
未
受
菩
薩
戒
。
若
有
七
戒
等 

私
云
。
七
衆
律
儀
戒
。
此
人
所
作
爲
障
。
不
論
未
受
人 

文
（
（3
（

。

　

こ
れ
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
が
救
わ
れ
る
べ
き
だ
と
す
る
道
璿
の
理
想
主
義
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
既
に
罪
を
犯
し
て
し
ま
っ

た
在
家
の
人
々
が
佛
縁
に
近
づ
け
る
よ
う
配
慮
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
の
説
は
、
菩
薩
戒
の
根
據
を
「
佛
性
」
に
置
く
道
璿
の
立
場
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
ま
た
、
實
際
の
布
教
活
動
に
お

い
て
、
そ
の
對
象
と
し
て
在
家
の
人
々
が
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
た
こ
と
を
暗
示
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
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二
　
道
璿
の
菩
薩
戒
思
想
の
特
徴
と
そ
の
由
來

　

從
來
、
道
璿
の
『
集
註
梵
網
經
』
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
上
に
掲
げ
た
天
台
智
顗
の
説
を
引
く
『
傳
述
一
心
戒
文
』
の
文
章
、『
三

國
佛
法
傳
通
縁
起
』
卷
下
や
『
述
迹
抄
』
卷
一
上
に
、

　

道
璿
律
師
註
梵
網
經
。
全
依
撲
揚
。
弘
之
遐
邇
。（『
三
國
佛
法
傳
通
縁
起（

（3
（

』）

　

大
安
寺
唐
僧
道
璿
律
師
集
注
三
卷
全
依
智
周
疏
也
。
然
璿
律
師
講
敷
律
藏
。
弘
北
宗
禪
。
傳
華
嚴
宗
。
亦
通
天
台
宗
。
注
梵
網

經
即
依
台
宗
。（『
述
迹
抄（

（3
（

』）

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
更
に
、
硲
慈
弘
氏
ら
の
研
究
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
記
述
の
正
し
さ
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら（

（3
（

、
一

般
に
、
天
台
教
學
に
よ
っ
て
『
梵
網
經
』
の
註
釋
を
行
っ
た
撲
揚
智
周
（
六
六
八
─七
二
三
）
の
説
に
全
面
的
に
依
據
す
る
も
の
と
さ

れ
て
き
た
。
し
か
し
、
上
に
見
た
よ
う
に
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
く
、
重
要
な
部
分
で
華
嚴
宗
の
法
銑
（
七
一
八
─七
七
八（

（3
（

）
や
日
本

人
の
惠
岳
の
註
釋
が
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
は
、
道
璿
が
天
台
や
華
嚴
の
教
學
に
造
詣
が
深
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
く（

（3
（

、
閲
覧
す
る
こ
と
の
で
き
た
註

釋
書
の
中
で
自
身
の
思
想
に
適
う
解
釋
を
採
用
し
た
結
果
、
た
ま
た
ま
そ
う
な
っ
た
に
過
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

例
え
ば
法
銑
は
、

　

法
藏
（
六
四
三
─七
一
二
）
─
慧
苑
（
六
七
三
？
─七
四
三
？
）
─
法
銑

と
師
承
す
る
人
で
、
道
璿
が
渡
來
し
た
時
に
は
ま
だ
二
十
歳
に
も
満
た
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
自
身
が
そ
の
註
釋
を
日
本
に
齎

し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
恐
ら
く
は
、
後
に
鑑
眞
が
將
來
し
た
も
の
を
借
用
し
て
閲
覧
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
鑑
眞
一
行
が
法
銑
の『
菩
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薩
戒
疏
』
を
齎
し
た
こ
と
は
、
惠
谷
隆
戒
氏
が
、『
唐
大
和
上
東
征
傳
』
に
「
靈
溪
釋
子
菩
薩
戒
疏
二
卷
」
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が

こ
れ
に
他
な
ら
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
疑
い
え
な
い（

（4
（

。
道
璿
が
法
銑
の
『
菩
薩
戒
疏
』
を
學
ん
だ
の
が
日
本
に
渡

來
し
て
以
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
道
璿
と
華
嚴
宗
と
の
關
係
を
考
え
る
上
で
、
見
落
と
し
て
は
な
ら
ぬ
點
で
あ
る
。

　

智
周
の
『
梵
網
經
疏
』
に
つ
い
て
も
事
情
は
同
樣
で
あ
る
。
智
周
は
も
と
も
と
、

　

基
（
六
三
二
─六
八
二
）
─
慧
沼
（
六
四
八
─七
一
四
）
─
智
周

と
師
承
す
る
法
相
宗
の
人
で
あ
る
が（

（4
（

、『
唐
大
和
上
東
征
傳
』
に
は
、「
靈
溪
釋
子
菩
薩
戒
疏
二
卷
」
と
共
に
「
智
周
師
菩
薩
戒
疏
五

卷（
（4
（

」
の
名
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
初
め
て
日
本
に
將
來
し
た
の
も
鑑
眞
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
智
周
は
道
璿
よ
り

一
世
代
前
の
人
で
あ
る
か
ら
、
道
璿
が
中
國
で
既
に
こ
れ
を
學
ん
で
い
た
可
能
性
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
法
銑
の
例
を
鑑
み
れ
ば
、

日
本
で
鑑
眞
將
來
の
も
の
を
閲
覽
し
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
道
璿
が
智
周
の
註
釋
を
し
ば
し
ば
用
い
て
い
る
と

は
い
っ
て
も
、
そ
の
こ
と
が
法
相
宗
や
天
台
宗
の
立
場
に
立
っ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
上
に
引
い
た
『
集
註
梵
網
經
』
の
佚
文
の
多
く
は
、
先
學
の
著
作
を
依
用
し
た
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

そ
こ
に
道
璿
の
思
想
的
立
場
が
十
分
に
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
認
め
て
よ
い
は
ず
で
あ
る（

（4
（

。
で
は
、
道
璿
の
菩
薩
戒
思
想
の
特
徴
は

ど
こ
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。

　

先
ず
、
上
に
論
じ
た
諸
側
面
か
ら
道
璿
の
菩
薩
戒
思
想
の
概
要
を
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

ａ
．
菩
薩
戒
（
大
乘
戒
）
と
小
乘
戒
を
「
開
小
入
大
」
の
方
法
で
接
合
し
、
一
體
の
も
の
と
捉
え
た
。

ｂ
．
菩
薩
戒
の
本
質
を
「
三
聚
淨
戒
」
と
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
根
據
を
「
佛
性
」
に
求
め
た
。

ｃ
．
菩
薩
戒
を
「
虚
空
不
動
の
三
學
」
の
一
つ
と
捉
え
、
そ
の
相
も
體
も
「
無
盡
」
と
考
え
た
。

ｄ
．
大
乘
の
禪
定
に
よ
っ
て
こ
そ
菩
薩
戒
は
受
持
で
き
る
と
考
え
た
。
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ｅ
．
菩
薩
戒
を
絶
對
化
し
、
法
身
で
あ
る
盧
舎
那
佛
の
所
説
と
見
做
し
た
。

ｆ
．
俗
人
に
對
し
て
は
、
分
受
を
認
め
、
惡
業
も
問
わ
な
い
な
ど
、
菩
薩
戒
を
受
け
や
す
い
よ
う
種
々
の
配
慮
を
行
っ
た
。

　

こ
れ
ら
を
通
覽
す
る
と
、
相
互
に
密
接
な
關
係
が
窺
わ
れ
、
道
璿
の
菩
薩
戒
思
想
が
大
乘
的
立
場
を
徹
底
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
で
は
、
こ
の
思
想
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
に
し
て
培
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
こ
こ
に
見
え
る
思
想
の
多
く
を
、
初
期
の
禪
宗
文
獻
、
と
り
わ
け
、
道
璿
が
學
ん
だ
「
北
宗
禪
」
の
文
獻

に
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
最
も
代
表
的
な
北
宗
文
獻
で
あ
る
『
大
乘
無
生
方
便
門
』
に
は
、
次
の
よ
う

な
文
章
が
あ
る
。

　

菩
薩
戒
是
持
心
戒
。
以
佛
性
爲
戒
性
。
心
瞥
起
即
違
佛
性
。
是
破
菩
薩
戒
。
護
持
心
不
起
。
即
順
佛
性
。
是
持
菩
薩
戒 

三
説
。

次
各
令
結
跏
趺
坐
。
問
。
佛
子
。
心
湛
然
不
動
。
是
没
言
淨
。
佛
子
。
諸
佛
如
來
有
入
道
大
方
便
。
一
念
淨
心
。
頓
超
佛
地
。
和

撃
木
。
一
時
念
佛
。

和
言
。
一
切
相
總
不
得
取
。
所
以
金
剛
經
云
。
凡
所
有
相
皆
是
虚
妄
。
看
心
若
淨
。
名
淨
心
地
。
莫
卷
縮
身
心
舒
展
身
心
。
放
曠

遠
看
。
平
等
看
。
盡
虚
空
看
。

和
言
。
見
何
物
。
子
云
。
一
物
不
見
。
和
。
看
淨
細
細
看
。
即
用
淨
心
眼
。
無
邊
無
涯
際
遠
看
。
和
言
。
無
障
礙
看
。
和
問
。
見

何
物
。
答
。
一
物
不
見
。
和
。
向
前
遠
看
。
向
後
遠
看
。
四
維
上
下
一
時
平
等
看
。
盡
虚
空
看
。
長
用
淨
心
眼
看
。
莫
間
斷
。
亦

不
限
多
少
看
。
使
得
者
。
然
身
心
調
。
用
無
障
礙
。

和
言
。
三
六
是
何
。
子
云
。
是
佛
。
身
心
得
離
念
。
不
見
心
心
如
。
心
得
解
脱
。
不
見
身
色
如
。
身
解
脱
。
如
是
長
時
無
斷
用
入

言
。
虚
空
無
一
物
。
清
淨
無
有
相
。
常
令
不
間
斷
。
從
此
永
離
障
。
眼
根
清
淨
。
眼
根
離
障
。
耳
根
清
淨
。
耳
根
離
障
。
如
是
乃

至
六
根
清
浄
。
六
根
離
障
。
一
切
無
礙
。
是
即
解
脱
。
不
見
六
根
相
。
清
淨
無
有
相
。
常
不
見
斷
。
即
是
佛（

（4
（

。
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こ
こ
で
は
、「
菩
薩
戒
」
が
「
持
心
戒
」
で
、「
佛
性
」
を
「
性
」
と
す
る
も
の
で
「
佛
性
」
に
順
ず
る
こ
と
が
「
持
戒
」
で
あ
る
と

し
た
う
え
で
、「
結
跏
趺
坐
」
し
、「
遠
看
」「
平
等
看
」「
盡
虚
空
看
」
等
の
修
行
を
行
う
こ
と
で
『
金
剛
經
』
に
説
く
よ
う
な
「
相
」

を
絶
し
た
「
一
物
不
見
」
の
境
地
に
至
り
、「
用
無
障
礙
」
と
な
っ
て
「
心
」
と
「
身
」
の
「
解
脱
」
を
得
て
「
佛
」
と
な
る
と
説
い

て
い
る
。

　

ま
た
、
同
じ
く
北
宗
禪
の
代
表
的
な
文
獻
で
あ
る
『
觀
心
論
』
に
も
、「
盧
舍
那
佛
」
を
「
清
淨
體
」
と
し
、
そ
こ
か
ら
の
「
三
聚
淨
戒
」

の
流
出
を
説
く
、
次
の
よ
う
な
文
章
が
あ
る
（
こ
の
記
述
自
體
、『
梵
網
經
』
の
存
在
を
前
提
と
す
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
）。

　

又
問
。
所
説
。
釋
迦
如
來
爲
菩
薩
時
。
曾
飮
三
斗
六
升
乳
糜
。
方
成
佛
道
。
即
如
是
先
因
食
乳
。
後
證
佛
果
。
豈
唯
觀
心
得
解
脱
。

答
曰
。
誠
如
所
言
。
無
虚
妄
也
。
必
因
食
乳
。
然
始
成
佛
。
言
食
乳
者
。
乳
有
二
種
。
佛
所
食
者
。
非
是
世
間
不
淨
之
乳
。
乃
是

眞
如
清
淨
法
乳
。
三
斗
者
。
即
是
三
聚
淨
戒
。
六
升
者
。
即
是
六
波
羅
蜜
。
成
道
時
。
食
如
是
法
乳
。
方
證
佛
果
。
若
言
如
來
食

於
世
間
婬
慾
和
合
不
淨
之
牛
羶
腥
乳
者
。
豈
不
成
謗
悟
之
甚
也
。
如
來
者
。
自
是
金
剛
不
壞
無
漏
法
身
。
永
離
世
間
一
切
苦
。
豈

須
如
是
不
淨
之
乳
。
以
充
飢
渇
。
所
説
。
牛
不
在
高
原
。
不
在
下
濕
。
不
食
穀
麥
糟
糖
麩
豆
。
不
與
特
牛
同
群
。
身
作
紫
磨
金
色
。

此
牛
者
即
盧
舍
那
佛
也
。
以
大
慈
大
悲
憐
愍
故
。
於
清
淨
體
中
出
如
是
三
聚
淨
戒
六
波
羅
蜜
微
妙
法
乳
。
養
一
切
求
解
脱
者
。
如

是
眞
牛
清
淨
之
乳
。
非
但
如
來
飮
之
成
佛
道
。
一
切
衆
生
若
食
者
。
皆
得
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
也（

（4
（

。

　

既
に
北
宗
文
獻
に
こ
う
し
た
思
想
が
あ
る
以
上
、
道
璿
は
、
そ
れ
を
素
直
に
承
け
繼
い
だ
と
見
做
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
道
璿

は
、
北
宗
禪
を
日
本
に
弘
め
る
に
當
た
っ
て
、
東
山
法
門
以
來
、
常
に
重
視
さ
れ
て
き
た
『
梵
網
經
』
を
註
釋
す
る
形
で
自
ら
の
思
想

の
表
明
を
企
て
た
の
で
あ
る
。

　

た
だ
、『
梵
網
經
』
に
は
禪
系
の
註
釋
書
が
存
在
し
な
か
っ
た
た
め
、
實
際
に
註
釋
を
行
う
に
當
た
っ
て
は
、
當
時
、
日
本
に
傳
わ
っ

て
い
た
種
々
の
註
釋
書
の
中
か
ら
自
ら
の
立
場
に
近
い
註
釋
を
選
び
、
そ
れ
に
私
見
を
加
え
る
形
で
編
輯
す
る
し
か
な
か
っ
た
。
こ
う
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し
て
生
ま
れ
た
の
が
『
集
註
梵
網
經
』
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

む
す
び

　

上
に
檢
討
し
た
よ
う
に
、『
集
註
梵
網
經
』
の
思
想
は
、
普
寂
門
下
の
北
宗
禪
の
そ
れ
と
よ
く
呼
応
す
る
。
最
澄
の
『
内
證
佛
法
相

承
血
脈
譜
』
に
引
か
れ
る
『
集
註
梵
網
經
』
の
序
文
に
は
、
神
秀
や
普
寂
へ
の
言
及
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

謹
案
註
菩
薩
戒
經
序
云
。
普
寂
禪
師
爲
人
所
尊
。
一
如
大
通
。
和
上
即
入
室
弟
子
。
骨
氣
倜
儻
。
儒
典
盡
包
。
雅
志
淵
泫
。
圓

章
窮
底
。
終
年
竟
歳
。
道
俗
満
寺
。
理
戒
嚴
合
。
受
法
雲
奔
。
日
夜
無
間
。
誨
誘
忘
疲
。
法
化
之
盛
。
豈
以
言
筆
而
能
歎
述
之

哉（
（4
（

。

　

こ
の
序
文
の
撰
者
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
最
晩
年
の
道
璿
と
深
い
交
流
を
持
っ
た
人
物
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な

く
、
道
璿
が
本
書
を
撰
述
し
た
意
圖
が
そ
こ
に
反
映
さ
れ
て
い
る
可
能
性
は
高
い
。
そ
し
て
、
そ
の
序
文
に
北
宗
の
祖
師
へ
の
言
及
が

あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
彼
が
學
ん
だ
北
宗
禪
の
思
想
が
こ
の
註
釋
書
に
表
現
さ
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
に
他
な
ら

な
い
の
で
あ
る
。

　

初
期
の
禪
宗
史
に
お
い
て
菩
薩
戒
が
極
め
て
重
要
な
意
味
を
持
っ
た
こ
と
は
既
に
論
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が（

（4
（

、
彼
ら
の
戒
律
思
想
を

具
體
的
に
示
す
文
獻
は
ほ
と
ん
ど
殘
っ
て
い
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
道
璿
の
『
集
註
梵
網
經
』
が
有
す
る
意
義
は
極
め
て
重
い
。
そ
し

て
そ
れ
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
禪
宗
史
を
解
明
す
る
上
で
日
本
の
古
文
獻
が
果
た
し
う
る
役
割
の
大
き
さ
を
示
す
も
の
で
も
あ
る
。
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注

（
１
）　

次
に
掲
げ
る
拙
稿
を
參
照
さ
れ
た
い
。

　
　
　
　

伊
吹　

敦‌�
「
北
宗
禪
の
新
資
料
─
金
剛
蔵
菩
薩
撰
と
さ
れ
る
『
觀
世
音
經
讚
』
と
『
金
剛
般
若
經
註
』
に
つ
い
て
」�（『
禪
文
化
研
究
所
紀

要
』
一
七
、
一
九
九
一
年
） 

　
　
　
　

伊
吹　

敦‌�

「
最
澄
が
傳
え
た
初
期
禪
宗
文
獻
に
つ
い
て
」（『
禪
文
化
研
究
所
紀
要
』
二
三
、
一
九
九
七
年
） 

　
　
　
　

伊
吹　

敦‌�

「
菩
提
達
摩
の
『
楞
伽
經
疏
』
に
つ
い
て
」（『
東
洋
學
論
叢
』
二
三
・
二
四
、
一
九
九
八
・
一
九
九
九
年
） 

　
　
　
　

伊
吹　

敦‌�

「
金
剛
藏
菩
薩
撰
『
金
剛
般
若
經
註
』
校
訂
テ
キ
ス
ト
」（『
東
洋
學
研
究
』
四
〇
、
二
〇
〇
三
年
）

　
　
　
　

伊
吹　

敦‌�

「
初
期
の
禪
宗
に
お
け
る
經
典
註
釋
─
「
金
剛
藏
菩
薩
註
」
に
關
す
る
研
究
の
整
理
」（
福
井
文
雅
博
士
古
稀
記
念
論
集
『
ア

ジ
ア
文
化
の
思
想
と
儀
礼
』、
春
秋
社
、
二
〇
〇
五
年
）

（
２
）　

こ
の
比
蘇
山
寺
へ
の
入
山
に
つ
い
て
は
、
從
來
か
ら
樣
々
な
説
が
行
わ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
道
璿
と
鑑
眞
の
間
に
軋
轢
が
あ
り
、
そ
れ
が

原
因
と
な
っ
た
と
す
る
説
（
常
盤
大
定
『
日
本
佛
教
の
研
究
』
春
秋
社
、
一
九
四
三
年
、
四
五
三
頁
）、
比
蘇
山
寺
で
行
わ
れ
て
い
た
山
林

修
行
者
の
グ
ル
ー
プ
「
自
然
智
宗
」
に
加
わ
っ
た
と
す
る
説
（
薗
田
香
融
『
平
安
佛
教
の
研
究
』
法
藏
館
、
一
九
八
一
年
、
三
二
─
三
三
頁
）、

病
氣
の
養
生
と
自
己
の
研
鑽
の
た
め
で
あ
っ
た
と
す
る
説
（
前
谷
彰
・
惠
紹
「
虚
空
藏
求
聞
持
法
と
自
然
智
宗
」
高
木
訷
元
博
士
古
稀
記
念

論
集
『
佛
教
文
化
の
諸
相
』
山
喜
房
佛
書
林
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
四
四
─二
四
八
頁
）、
戒
律
に
よ
っ
て
佛
教
界
を
秩
序
化
し
よ
う
と
し
た
道

璿
と
當
時
の
民
俗
宗
教
的
佛
教
信
奉
と
の
齟
齬
が
原
因
で
あ
っ
た
と
す
る
説
（
直
林
不
退
「
道
璿
比
蘇
寺
入
山
考
」『
佛
教
史
研
究
』
一
六
、

一
九
八
二
年
）
等
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
對
し
て
、
筆
者
は
こ
の
行
爲
が
道
璿
が
學
ん
だ
北
宗
禪
の
傳
統
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
い

う
新
た
な
説
を
提
示
し
た
。
こ
の
私
見
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
初
期
禪
宗
と
日
本
佛
教
─
大
安
寺
道
璿
の
活
動
と
そ
の
影
響
」（『
東
洋
學
論
叢
』

三
八
、
二
〇
一
三
年
）
を
參
照
さ
れ
た
い
。

（
３
）　

次
の
拙
稿
を
參
照
。
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伊
吹　

敦‌�

「「
戒
律
」
か
ら
「
清
規
」
へ
─
北
宗
の
禪
律
一
致
と
そ
の
克
服
と
し
て
の
清
規
の
誕
生
」（『
日
本
佛
教
學
會
年
報
』
七
四
、

二
〇
〇
八
年
度
）

　
　
　
　

伊
吹　

敦
「
北
宗
禪
に
お
け
る
禪
律
一
致
思
想
の
形
成
」（『
東
洋
學
研
究
』
四
七
、
二
〇
一
〇
年
）

（
４
）　

佚
文
に
よ
っ
て
『
集
註
梵
網
經
』
を
復
元
し
よ
う
と
す
る
試
み
は
、
既
に
百
年
近
く
前
に
硲
慈
弘
氏
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
が
、
硲
氏

　
　
　
　
　
　

�
自
身
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
佚
文
收
集
に
お
い
て
、
な
お
十
分
で
は
な
い
點
が
あ
っ
た
。
硲
氏
の
成
果
に
つ
い
て
は
左
記

を
參
照
。

　
　
　
　

硲　

慈
弘‌�

「
大
安
寺
道
璿
の
註
梵
網
經
に
つ
い
て
」（『
寧
樂
』
四
─五
、
一
九
二
五
─一
九
二
六
年
、
根
本
誠
二
編
『
奈
良
時
代
の
僧
侶

と
社
會
』
論
集
奈
良
佛
教
第
三
卷
、
雄
山
閣
、
一
九
九
四
年
）

（
５
）　
『
傳
教
大
師
全
集
』
巻
一
、
二
一
一
─二
一
二
頁
。

（
６
）　
『
傳
教
大
師
全
集
』
卷
一
、
一
三
四
頁
。

（
７
）　

石
田
瑞
麿
『
日
本
佛
教
に
お
け
る
戒
律
の
研
究
』（
在
家
佛
教
協
會
、
一
九
六
三
年
）
二
〇
二
頁
。

（
８
）　

大
正
藏
六
二
、
一
五
中
。

（
９
）　

大
正
藏
二
四
、
一
〇
〇
九
下
。

（
10
）　
『
日
本
大
藏
經
』
二
〇
、
大
乘
律
章
疏
第
三
、
三
六
二
頁
。『
補
忘
抄
』
卷
十
所
引
も
ほ
ぼ
同
文
（『
日
本
大
藏
經
』
一
九
、
大
乘
律
章
疏
第
二
、

七
三
一
頁
）。

（
11
）　
『
述
迹
抄
』
で
は
、
こ
の
道
璿
の
註
の
す
ぐ
後
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　
　
　

‌�

法
銑
云
。
如
如
者
。
前
明
一
切
衆
生
皆
有
佛
性
戒
本
源
。
眞
體
不
易
。
名
爲
常
住
。
其
理
無
差
。
故
曰
如
如
。
謂
一
切
色
心
皆
入
佛
性

戒
中
無
不
如
也
文
。（『
日
本
大
藏
經
』
二
〇
、
大
乘
律
章
疏
第
三
、
五
八
二
頁
）

（
12
）　
『
傳
教
大
師
全
集
』
卷
一
、
六
一
八
頁
。
ま
た
、
同
、
六
三
三
頁
に
も
ほ
ぼ
同
文
の
引
用
が
あ
る
。

（
13
）　

大
正
藏
二
四
、
一
〇
〇
三
中
。
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（
14
）　

前
揭
『
日
本
佛
教
の
研
究
』
四
六
一
頁
。
前
掲
「
大
安
寺
道
璿
の
註
梵
網
經
に
つ
い
て
」（
根
本
誠
二
編
『
奈
良
時
代
の
僧
侶
と
社
會
』）

一
四
七
頁
。
井
上
薫
『
奈
良
朝
佛
教
史
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
六
年
）
四
九
三
頁
。

（
15
）　
『
國
清
百
録
』
卷
第
一
の
「
普
禮
法
第
三
」
に
次
の
よ
う
な
文
章
が
あ
る
。

　
　
　
　

‌�

普
禮
十
方
三
世
諸
佛
虚
空
不
動
戒
藏
盧
舍
那
佛
。
普
禮
十
方
三
世
諸
佛
虚
空
不
動
定
藏
盧
舍
那
佛
。
普
禮
十
方
三
世
諸
佛
虚
空
不
動
慧

藏
盧
舍
那
佛
。（
大
正
藏
四
六
、
七
九
五
中
）

（
16
）　
『
日
本
大
藏
經
』
二
〇
、
大
乘
律
章
疏
第
三
、
二
七
九
頁
。

（
17
）　

大
正
藏
二
四
、
一
〇
〇
三
下
。

（
18
）　

大
正
藏
二
四
、
一
〇
〇
八
下
─一
〇
〇
九
上
。

（
19
）　

智
顗
撰
『
菩
薩
戒
疏
』
卷
下
（
大
正
藏
四
〇
、
五
九
九
中
）、
法
蔵
撰
『
梵
網
經
菩
薩
戒
本
疏
』
卷
第
六
（
大
正
藏
四
〇
、
六
五
三
上
）、

義
寂
撰
『
菩
薩
戒
本
疏
』
卷
下
之
末
（
大
正
藏
四
〇
、
六
八
六
中
）
等
を
參
照
。

（
20
）　
『
日
本
大
藏
經
』
一
九
、
大
乘
律
章
疏
第
二
、
七
二
三
頁
。

（
21
）　

大
正
藏
一
〇
、
二
一
二
下
。

（
22
）　

大
正
藏
二
四
、
一
〇
〇
三
下
─四
上
。

（
23
）　
『
日
珠
鈔
』
卷
第
一
（
大
正
藏
六
二
、
二
三
下
）、『
述
迹
抄
』
卷
一
上
（『
日
本
大
藏
經
』
二
〇
、
大
乘
律
章
疏
第
三
、
二
三
二
頁
）
等
に

よ
る
と
、
惠
岳
は
日
本
人
で
『
梵
網
經
私
記
』
一
卷
を
著
し
た
と
い
う
。

（
24
）　

大
正
藏
六
二
、
二
三
下
。

（
25
）　

大
正
藏
六
二
、
二
四
上
。

（
26
）　

大
正
藏
六
二
、
三
二
中
。

（
27
）　
『
日
本
大
藏
經
』
二
〇
、
大
乘
律
章
疏
第
三
、
三
〇
二
頁
。

（
28
）　

大
正
藏
六
二
、
三
七
上
。
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（
29
）　
『
補
忘
抄
』
に
も
「
道
璿
注
引
慧
岳
師
義
云
。
是
法
身
説
云
云
」
と
言
及
が
あ
る
（『
日
本
大
藏
經
』
一
九
、
大
乘
律
章
疏
第
二
、
五
八
六
頁
）。

（
30
）　

大
正
藏
二
四
、
一
〇
〇
四
上
。

（
31
）　

大
正
藏
六
二
、
三
九
上
。
こ
こ
に
は
「
詮
師
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
詮
」
と
「
銑
」
の
日
本
語
の
發
音
が
同
じ
く
「
セ
ン
」
で
あ
る
こ

と
に
よ
る
誤
ま
り
と
考
え
ら
れ
る
。

（
32
）　

大
正
藏
六
二
、
四
一
中
。

（
33
）　
『
日
本
大
藏
經
』
二
〇
、
大
乘
律
章
疏
第
三
、
二
四
五
頁
。『
補
忘
抄
』
卷
一
に
も
ほ
ぼ
同
文
が
あ
る
（『
日
本
大
藏
經
』
一
九
、
大
乘
律

章
疏
第
二
、
五
五
二
頁
）。
た
だ
し
、
二
門
の
名
稱
を
「
圓
機
門
」「
布
行
機
門
」
と
す
る
。

（
34
）　
『
日
本
大
藏
經
』
二
〇
、
大
乘
律
章
疏
第
三
、
五
六
〇
頁
。
た
だ
し
、
原
文
は
、「
私
云
。
七
衆
律
儀
戒
」
を
本
文
と
し
て
い
る
。

（
35
）　
『
大
日
本
佛
教
全
書
』
一
〇
一
、
一
二
四
頁
。

（
36
）　
『
日
本
大
藏
經
』
二
〇
、
大
乘
律
章
疏
第
三
、
二
三
二
頁
。

（
37
）　

前
掲
「
大
安
寺
道
璿
の
註
梵
網
經
に
つ
い
て
」
を
參
照
。

（
38
）　

法
銑
の
『
梵
網
經
菩
薩
戒
疏
』
は
、
も
と
四
卷
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
現
存
す
る
の
は
上
卷
の
み
で
、「
十
重
戒
」
の
第
四
「
故
妄
語
戒
」

ま
で
に
止
ま
る
。
こ
の
他
、
善
珠
（
七
二
三
─七
九
七
）
の
『
梵
網
經
略
抄
』（『
日
本
大
藏
經
』
卷
十
八
所
收
）
な
ど
に
多
く
の
引
用
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。

（
39
）　

道
璿
を
華
嚴
宗
や
天
台
宗
の
祖
師
と
見
做
す
從
來
の
定
説
に
根
據
が
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
拙
稿
を
參
照
さ
れ
た
い
。

　
　
　
　

伊
吹　

敦
「
道
璿
は
本
當
に
華
嚴
の
祖
師
だ
っ
た
か
」（『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』
六
〇
─一
、
二
〇
一
一
年
）

　
　
　
　

伊
吹　

敦
「
道
璿
は
天
台
教
學
に
詳
し
か
っ
た
か
？
」（『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』
六
一
─二
、
二
〇
一
三
年
）

（
40
）　

惠
谷
隆
戒
「
新
出
の
唐
法
銑
撰
梵
網
經
疏
卷
上
之
上
に
就
い
て
」（『
日
華
佛
教
研
究
會
年
報　

第
二
年
』
一
九
三
七
年
）
を
參
照
。

（
41
）　

師
茂
樹「
撲
陽
智
周
傳
に
つ
い
て
の
二
、
三
の
問
題
─
師
承
關
係
を
中
心
に
」（『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』四
八
─一
、
一
九
九
九
年
）を
參
照
。

（
42
）　

大
正
藏
五
一
、
九
九
三
上
。
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（
43
）　

先
に
言
及
し
た
よ
う
に
、
註
釋
に
よ
っ
て
佛
身
論
に
矛
盾
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
場
當
り
的
に
人
の
註
釋
を
採
用
し
た
結
果
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
佚
文
か
ら
判
斷
す
る
限
り
、
そ
う
し
た
混
亂
は
、
全
體
と
し
て
は
必
ず
し
も
多
く
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
44
）　

鈴
木
大
拙
『
禪
思
想
史
研
究　

第
三
』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
八
年
）
一
六
八
─一
六
九
頁
。

（
45
）　

田
中
良
昭
「『
菩
薩
惣
持
法
』
と
『
觀
心
論
』（
二
）」（「
駒
澤
大
學
佛
教
學
部
研
究
紀
要
」
四
四
、
一
九
八
六
年
）
五
四
─五
五
頁
。

（
46
）　
『
傳
教
大
師
全
集
』
巻
一
、
二
一
一
頁
。

（
47
）　

注
（
３
）
に
掲
げ
た
二
篇
の
拙
稿
を
參
照
。

【
付
記
】
本
論
文
は
『
世
界
漢
學
』
一
二
號
（
北
京
、
人
民
大
學
出
版
部
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
中
國
語
論
文
「
日
本
古
文
獻

所
見
中
國
早
期
禪
宗
─
以
大
安
寺
道
璿
所
撰
《
集
註
梵
網
經
》
爲
中
心
」
の
日
本
語
版
で
あ
る
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
道
璿　

集
註
梵
網
經　

北
宗
禪　

虚
空
不
動
の
三
學　

菩
薩
戒


